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■
一
歩
外
に
出
れ
ば
、
自
転

車
に
乗
る
人
や
か
わ
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の
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を
見
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け
る
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。
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４
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私
は
生
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学
習
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ン
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ー
内
の
幌
延
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室
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の
ん
び
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過
ご
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の
が
大
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き
で
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題
の
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実
し
て
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て
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け
に
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設
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と
っ
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が
り
の
午
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に
、
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か
ぽ
か
し
た
窓
際
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席
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本
の
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
時
間

は
至
福
で
す
。
ま
だ
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方
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秘境駅：上幌延駅 ～今月の駅ノート～
今月の「駅ノート」は、旧羽幌線開通前に栄えていた上幌延駅です。

2017． 1． 9（月・祝）18：22
〜18：44
　天気：雪　なにしろたった22
分間しか滞在出来ない折り
返しパターン。幌延町のご英
断で、 下沼・南幌延・糠南
の3駅については先ずは向こう
1年は存続と決まり良かった。
が、 当駅はその中に入ってい
ない。駅があってこそ、 人が
動く。幌延町を皆で応援して

あげようではないか。駅を守って下さる皆様方に対しても。
　幌延町の観光課も町内各駅の来訪者ノートを参考にされている様です。皆
様こぞって参加致しましょう！　駅の将来の為にも。Tokyo Ⓚ
≪取材記者・鉄道大好き　Ｔ≫
　不便な列車ダイヤにもかかわらず、秘境駅を訪問されたお客様から、「秘
境駅の里『ほろのべ』」の取組みに熱いエールをいただきありがとうござい
ます。かつて駅は物流の拠点であり、人と人が交流する場所・地域の寄合所
として利用されてきました。
　その後、産業の衰退・人口流出・モータリゼーションなどの影響により、
コンテナ以外の貨物列車は廃止され、沿線人口や鉄道利用者は激減。各地で
路線廃止が進み、親切な駅長さんや職員の皆様も遠い彼方へ。
　古き良き時代を見直してみる時が来ているのかもしれませんね。

秘境駅の里「ほろのべ」

鉄道フォトコンテスト 【カメラコース入選】
　カメラコース入選５作品のうちの1つは、名寄市在住の品田�裕樹�
様の作品「丑の刻�バルブ」が選ばれました。

　幌延町内の新たな景
勝地と目される通称「雄
信内俯瞰」と呼ばれる
火葬場裏手の丘から撮
影された作品です。
　「丑の刻」とのこと
ですから、午前2時前
後に撮影されたのでし
ょうか…。長時間露光
（カメラのシャッター
を長時間開ける）とい
う手法で月明かりに浮

かび上がる天塩川と雪景色の中、きっと、DE1₅形ラッセル式除雪
機関車の残像を軌跡として収めたもので、深夜撮影という努力の賜
物が実った見事な作品です。

�男�　1,233（－５）
�女�　1,178（－４）
�計�　2,411（－９）

世帯数　1,272（＋2）（平成2９年3月末日現在）
※（　）内は前月比

須 藤　涼
りょう

 真
ま

くん

　わが家待望の第一子涼真くんです。とても好
奇心旺盛で、身近にあるものを掴み遊んでいま
す。元気で優しい子に育ってね。

（平成28年８月22日生・５条南）
お父さん　正　大　さん
お母さん　真　実　さん

かつては２番ホームや貨物ホームもあり、大
きな駅舎でした。

≪丑の刻 バルブ：品田 裕樹 様≫

告知端末機「知らせますケン」の
　視聴についてのお願い！
告知端末機「知らせますケン」の
　視聴についてのお願い！
告知端末機「知らせますケン」の
　視聴についてのお願い！

　告知端末機「知らせますケ
ン」では、通常の行政情報だ
けではなく、緊急の避難警報
など、皆さんにとって重要な
お知らせを放送することがあ
ります。
　電源は必ず入れて、１日１回
は視聴するようお願いします。


